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認知症の人と自動車運転

•認知症の人は、認知機能の低下によって、正しい判断ができにくくな
り、自動車などを安全に運転することが困難に

•自動車による行方不明

•命にかかわる事故の加害者や被害者になる可能性あり

•本人は「まだ大丈夫」と言っても、家族は「運転をやめさせたい」と運
転免許の返納を促したり、鍵を取り上げるなどの実力行使を行わざ
るを得ない現実

•運転をやめた後、

仕事や買物、通院など日々の生活に支障

社会活動への参加の機会が減り、家に閉じこ もりがちになる



公益社団法人認知症の人と家族の会

「認知症の人の行方不明や徘徊、自動車運転に
かかわる実態調査」報告

•調査目的： 事故の予防や事故後の対応を調査

•調査方法： 郵送法による質問紙調査

•調査対象： 在宅で認知症の人を介護、行方不明や事故の経験

•調査回答： 全国47支部940配布 回収549 回収率58.4％

•回答期間： 2018年1月～2月

•回答者： 配偶者、子、子の配偶者、その他親族など



調査対象 認知症の人

年齢： 70代多く、80代、60代ほぼ3割

診断名：アルツハイマー病 64％

利用していた移動手段：徒歩 64％

自動車 30%

自転車 14%

電車 6%

バス 5％

居住地: 住宅密集地の平野 約2割

川や山が近い住宅密集地

山が近い山間部

川が近い田園地帯 等
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技術開発への期待 抜粋

•〖自動制御による安全装置の装備に期待〗

［アクセル、ブレーキの自動制御機能による衝突回避（14）］

［障害物の自動感知による衝突回避（２）］

［運転者認証システムによるエンジン不起動 （２）］

［危険察知システム （２）］

［信号感知による自動停止機能］

［安全制御技術に期待 （５）］

•〖自動運転による目的地制御運転に期待〗



認知症の人と家族の会 代表者の声

•自動運転に関する要望について、

運転能力が低下しても安全に運転できる自動車の開発は、認知症

の人だけでなく、自家用車に頼らざるを得ない環境で生活している

高齢者やその家族にとっても希望となるものです。

•認知症があってもなくても，だれもが行きたいところに自由に迷わず
に行き，楽しめる「移動の自由」が保証されるような自動運転技術の
開発を期待したいです．



公益社団法人認知症の人と家族の会の声明 20190118

「認知症の人の自動車運転で、誰もがつらい思いをし
ないために社会的支援体制の整備を」

１．運転免許自主返納・取消について、支援体制の充実を

２．認知症の人と家族の生活の継続を保障できる交通環境の整備や

支援を

３．認知症の人の持つ能力に応じた評価ができる仕組みの確立を


